
 

国際表現言語学会第 9 回大会プログラム 
The Program: 

The 9th International Association of  
Performing Language Conference (IAPL 2024) 

 

2024 年 10 月 12 日（土）・13 日（日）＜プレ大会 10 月 11 日（金）＞ 

Dates: Pre-conference: Friday, October 11 
Saturday, October 12 and Sunday, October 13, 2024 

 

会場：兵庫県立芸術文化観光専門職大学 

兵庫県豊岡市山王町 7ー52 （JR 山陰本線 豊岡駅より徒歩７分）  

Venue: Hyogo Prefectural College of Arts, Culture and Tourism  
7-52 Sanno-cho, Toyooka City, Hyogo Prefecture 
7-minute walk from Toyooka Station on the JR Sanin Honsen Line 

共催：兵庫県立芸術文化観光専門職大学 

Co-sponsored by Professional College of Arts, Culture and Tourism 

https://www.at-hyogo.jp/ 
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大会日程 

 
 

プレ大会イベント 
 

１０月１１日（金） プレ大会イベント 
 

18：30  平田オリザ先生によるキックオフワークショップ 

大会のホスト機関である芸術文化観光専門職大学の学長であり、表現言語学会創設メンバー

の平田オリザ氏による「キックオフ・ワークショップ」が予定されています。 学会参加者が親睦を深め

るためのキックオフ・ワークショップです。 授業を暖めるための様々なゲームや、それらを実際に授業

で使うときの留意点を紹介しながら、 学会前日のウォーミングアップを行います。  
 
１０月１２日（土） プレ大会イベント 
 

9：00  多文化共生ワークショップ １  
「童話をもとにした英語ドラマワークショップ―子どもから大人まで一緒になって表現活動を楽しも

う一」  
ファシリテーター：塩沢泰子（文教大学）・草薙優加（鶴見大学）・齋藤安以子（摂南大学） 
主たる使用言語：日本語（英語対応可） 

皆さんが知っている童話を少し変えてところどころ英語で演じてみませんか。そしてその物語を表現

しながら考えたり、ゲームをします。英語の力や演技の経験は問いません。ペアや小グループでワイ

ワイ 楽しく活動しているうちに、ちょっとだけ英語表現が身につき、違いを楽しむ自分に気づきます。  

大人と一緒であれば、小さいお子さんも参加が可能です。  

10：00  多文化共生ワークショップ ２ 
「多文化共生・異文化理解ワークショップー言葉が分からないってどんな気持ち? 一」 
ファシリテーター：姚瑶（芸術文化観光専門職大学）  
主たる使用言語：日本語（中国語対応可） 

 
外国人市民は、さまざまな国の出身の人たちです。言葉や文化もそれぞれ違います。文字も漢字

やアルファベットだけではありません。日本語を初めて目にする人、 勉強する人はどんな気持ちなの

でしょうか。我々がどんなことに気を付ければいいのか、外国人市民の目線から一緒に考えてみませ

んか。高校生以上の方がご参加できます。  
 

   11:00  キャンパスツアー（30 分程度） 
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大会イベント 

 
１０月１２日（土） 大会 1 日目 （大会の開会は 12 日の 13 時半からです） 
 
    13:30  大会開会式 
 
    14:00  基調講演  金水 敏先生（放送大学大阪学習センター所長） 
      「日本語の「近代」と「ポスト近代―役割語とジェンダー表現を中心に―」 

     

概要：日本語の特徴として、「役割語」の多彩さということがある。役割語とは、話し手

のキャラクターを表現し分けるためのスピーチ・スタイルのヴァリエーションである。日

本語はなぜ役割語にたくさんの種類があるのか、という問いに対し、前近代からの日本語

の多様性と、近代における国語観の確立とポスト近代に向けての変容という観点から分析

を試みる。とくに、役割語のジェンダー表現に焦点を当て、21 世紀の日本語表現の可能性

を探る。 

 

プロフィール：金水 敏（きんすい さとし） 

1956 年大阪生。放送大学大阪学習センター所長、大阪大学名誉教授。日本学士院会員。神

戸大学、大阪女子大学、大阪大学等教員を経て、2022 年 4月より現職。専門は日本語の文

法の歴史および役割語研究。主な著書として、『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』（岩

波書店）、『日本語存在表現の歴史』（ひつじ書房）、『コレモ日本語アルカ 異人のこ

とばが生まれるとき』（岩波書店）、『〈役割語〉小辞典』（研究社）等がある。 

 
    15：30  タウンミーティング 「IAPL の軌跡と展望」 
 
    17:30  交流会 （ノンアルコール飲み物と軽食をご用意） 

 
 
１０月１３日（日） 大会 2 日目 
 
    9：30   研究発表・実践報告・ワークショップ 
 
    12：30  昼休憩 
 

コココーララボ 『忘れてしまったことなど』上演 (昼休憩中) 
         多様な背景を持つメンバーが、演劇作品の構築・上演プロセスを自ら見つめ直すラボ

（実験場）。メンバーの松田弘子さんと山内健司さんが上演します。 
     

13：30  研究発表・実践報告・ワークショップ 
 

 
    16:00  閉会 
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Conference Schedule 

 
 

PRE-CONFERENCE (OPEN TO PUBLIC) EVENTS 
 

Oct. 11（Fri.） 18：30  Pre-conference Event 
 
18:30 A "Kick-off Workshop" will be held by Professor Oriza Hirata, President of 

the College of Arts, Culture and Tourism, the host institution of the 
conference, and a founding member of the International Association for 
Performing Language. 

 
This is a kick-off workshop for conference participants to deepen their friendship. 
The workshop will warm up the day before the conference by introducing various 
games to warm up classes and points to keep in mind when actually using these 
games in the classroom. 

 
 
Oct. 12 (Sat.) 

 
Pre-Conference Events (Open to Public): 

 October 12, 2024, 9:00~11:00 
 
9：00 Workshop 1: English Drama Workshop Based on Children's Stories Let's All 

Enjoy Expressive Activities, from Children to Adults! 
Facilitators: Yasuko Shiozawa, Yuka Kusanagi, Aiko Saito 

 
How about taking a fairy tale, changing some parts, and then performing it in 
English? While expressing the story, we can also create and “play” with it. No 
English ability or acting experience is necessary. The goal is expressing ourselves 
in English and enjoying the differences while having fun in pairs or small groups. 
Young children are also welcome to participate as long as they are accompanied 
by an adult. 

 
10：00 Workshop 2: How Does it Feel to Not Understand a Language?  

Facilitator: Yao Yao  
 

Foreign residents from various countries speak different languages and have 
different cultures. Their written language is not limited to kanji and the alphabet. 
So, how do they feel when they see or study Japanese for the first time? Let’s think 
about what we could pay attention to from the viewpoint of foreign residents. This 
event is open to upper elementary school students and older. 

 
11：00  Campus Tour（30 minutes） 
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OFFICIAL CONFERENCE EVENTS 
 
Oct. 12 (Sat.) Official Conference Day 1 (13:30–17:30) 
 
13:30 Official Opening of IAPL 2024 
 
14:00 Keynote Lecture by Professor Satoshi Kinsui, Director, Osaka Learning 

Center, The University of Air. 
 

Title: 
Modernity of the Japanese Language and Post-Modernity of the Japanese 
Language: With a Special Reference to Yakuwarigo or Role Language and 
Gender-based Expressions 

 
15:30 Town hall Meeting: “IAPL: Its Past, Present, and Future” 
 
17:30 Meet and Greet over light snacks and non-alcohol drinks 
 
 
Oct. 13 (Sun.) Official Conference Day 2 (9:30–16:00) 
 
9:30 Presentations  (Workshops, Research Presentations, Practice Reports) 
 

 
12:30 Lunch Break (Please bring your own lunch if possible.) 
 
    Showcase “Things Forgotten” by Cococolabo 

During the lunch break, Ms. Hiroko Matsuda and Mr. Kenji Yamauchi of the unique 
group of members from diverse backgrounds, Cocolalabo will perform their short 
piece, “Things Forgotten.” Cococolabo is an artistic and cognitive lab to 
construct/deconstruct their creations and performances through reflection and 
articulation. 

 
13:30 Presentations  (Workshops, Research presentations, Practice reports) 

 
 
16:00 Conference Closing 
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研究発表 (RESEARCH PRESENTATION) 

 

会場１ (SESSION 1)  

9:30 橋本慎吾（岐阜大学） 

 「異なる２つの会話文」の練習における演出の指示  

10:00 清水泰生（同志社大学）、外山有紀子（日本語談話会） 

 演劇と日本語教育 、 脳科学 

10:30 河内千春   

 演劇と教育を巡る新たな気づき 

11:00 田村エリカ（専修大学大学院） 

 アニメの影響を受けた日本語に違和感があるのはなぜか 

13:30 星和明（専修大学大学院） 

 日本語ニュースのメディアの比較による日本語学習者に適した日本語音声の特徴 

14:00 山本由美子(タマサート大学 )、張藝逸(東京藝術大学大学院) 

 タイと日本の大学生によるオンライン協同活動「ドラマを作ろう！」の実践報告  

 ― タイと日本、それぞれの視点で捉えた活動の意義と可能性 

14:30 大沢南星(専修大学大学院) 

 台本におけるト書きの役割 ― 演劇を用いた日本語教育のために 

  

会場２ (SESSION 2)  

10:30 鈴木梓（福井大学） 

 「多」文化「共」生再考 ― 地域創生に関する PBL 実践から 

11:00 小池真由(専修大学大学院) 

 正しく理解される授業導入の表現方法を模索する  

 ― 教師と学習者のそれぞれのインタビューから 

11:30 王伸子(専修大学) 

 メディアの日本語を活用した表現教育  ― ナレーションを教材として 

12:00 中之内夏美(専修大学大学院) 

 複言語複文化を背景とする日本語教育 

 ― ヴァナキュラーという観点から見た中華学校の場合 
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会場３ (SESSION3)   

9:30 樋榮ひかる（アプライドインプロ協会） 

 生き抜く力を育む“遊ぶチカラ”  

10:00 前田聖子・秋葉陽児 （ホワイトホース・シアター・ジャパン） 

 海外の役者から学ぶ英語表現力 ― オンラインワークショップの実践について 

11:30 Andrew Eglinton（甲南女子大学） 

 Yuriwaka VR: an EFL odyssey into in/completeness, in/equality,  

and multimodal mis/performance 

12:00  大山渓花（立命館大学）、近藤雪絵（立命館大学）、紙本明子（大阪大学）、 

丸本瑞葉（立命館大学）、木村修平（立命館大学） 

 演劇ワークショップを通じた英語でのコミュニケーション能力向上  

― マルチモーダル言語学習の新たな選択肢 

13:30 中山夏恵（文教大学） 

 英語絵本の読み聞かせ活動を通じた教職履修生の読み聞かせ行動の変容 

14:00 森川結花（京都女子大学大学院）、谷川依津江（岡山理科大学） 

 コロナ禍を経験した世代にとっての短期交換留学プログラム参加の意義と実態 

― 留学開始・終了時点での動機づけの変化に着目して 

14:30 戸田隼介（専修大学大学院） 

 多文化の中での相撲  

― インドネシアで実施した相撲紹介活動を通じて 

15:00 野呂博子（兵庫県立芸術文化観光専門職大学） 

濱田夏菜 末本あおい 寺澤莉子 久我心麦（兵庫県立芸術文化観光専門職大学 学生） 

 語学海外研修の光と影  ― 研修の当事者、学生の声を聞く 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

ワークショップ   

9:30～10：30 杉山ますよ（早稲田大学） 

声に出し、体を動かし、日本語を楽しむ 

 

10:30～11:30 Eucharia Donnery（創価大学） 

Process Drama in the classroom:Featuring ChatGPT as the Bogeyman 

 

11:30～12:30 矢野郁（愛知淑徳大学） 

発見！自分の中の多様性 ― 自己紹介をアップデート― 

 

14:30~15:30 大島秀子   

記されなかった物語…客体の主観をたずねてみよう 

～物語をよりよく味わうための一手法～ 
 


